















































　3映画作品比較 ② ⑤ ⑥
1954 年（141 分）1968 年（138 分）1996 年（121 分）
　プロローグ ○ ○ ○
第 1幕 第 1場 ○ ○ ○
第 2場 × ○ ○
第 3場 ○ ○ ○
第 4場 ○ ○ ○
第 5場 ○ ○ ○
第 2幕 プロローグ × × ×
第 1場 ○ ○ ○
第 2場 ○ ○ ○
第 3場 ○ ○ ○
第 4場 × ○ ○
第 5場 ○ ○ ○
第 6場 ○ ○ ○
第 3幕 第 1場 ○ ○ ○
第 2場 × × ○
第 3場 ○ ○ ○
第 4場 ○ × ○
第 5場 ○ ○ ○
第 4幕 第 1場 ○ ○ ○
第 2場 ○ ○ ○
第 3場 ○ ○ ○
第 4場 × ○ ×
第 5場 ○ ○ ×
第 5幕 第 1場 ○ ○ ○
第 2場 ○ × ×






































































































































































上げている。ラーマン監督は 68 年の⑤の作品以降約 30 年近くも、この「ロ
ミオとジュリエット」が映画化されていないのは、⑤の作品の完成度の高さが、
撮ることを躊躇させている、と考えたのではないだろうか。そうであるならば、
②や⑤（イタリアを舞台にして、中世を再現した「ロミオとジュリエット」作
品のこと）の延長線上の映画化はできないと、考えても不思議ではない。全く
違った「ロミオとジュリエット」を撮ってみたいと考えたのであろう。それが
現代を作品の中に持ち込み、②や⑤とは全く異なる作品を創り上げることであ
った。ラーマン監督の作品は興行成績からも大成功し、②や⑤とは全く違う、
監督独自の「ロミオとジュリエット」作品になっている。
　映像の美しさでは 3作品とも遜色はないと筆者には感じられる。それぞれ 1
カットの美しさはそれぞれ見応えがある。特に②の作品は全編、イタリア絵画
の世界から飛び出してきたかのような色彩感溢れる場面が頻出している。⑤も
イタリア各地の素晴らしいロケ地を選び、実に美しい場面が続く。⑥はよくオ
ペラ的と賞賛されるが、その際たるものが仮面舞踏会である。色鮮やかな衣装
と躍動感あふれる音楽に観客は酔いしれる。
　2010 年というこの時に、3作品の優劣をつけることは出来ない。しかし、
②のゆったりと時間が流れる中でのストーリー展開は、1950 年代だから可能
であり、また観客の中世イタリアという時代に生きた、「ロミオとジュリエット」
の物語を観たいという要望と、ピタリと合致したのである。カステラーニ監督
87「ロミオとジュリエット」映画化された 3作品の比較
の目指した、舞台はイタリア、時代は中世、は大成功である。事実この作品で、
1954 年にヴェネッイア国際映画祭の最高賞である、金獅子賞を受賞している
ことからもそう考えていいのではないか。歓迎される下地があったからこその
成功である。しかし現代に生きる筆者には、実に退屈なストーリー展開である
ことを告白せざるをえない。
　しかし14年後には⑤が撮られることからも分かるように、やはり②のあまり
のスローテンポなストーリー展開には、魅力を感じない観客がいたことも考え
られる。そこで⑤の登場となるのである。ゼフィレッリ監督は、舞台はイタリア、
時代は中世を踏襲した。しかし、役者の年齢は原作に近づけ、若さを強調して、
スピード感溢れる物語を作り上げることに成功したのである。②の良さを踏襲
しながら、ゼフィレッリ監督独自の「ロミオとジュリエット」の世界を創りあ
げることに成功した。特に、衣装、音楽、舞踊は観客の脳裏から離れないので
はないか。⑥はこれら②と⑤とは決別してラーマン監督独自の「ロミオとジュ
リエット」を生み出すことにこれまた成功している。次にどのような「ロミオ
とジュリエット」作品が生まれてくるか筆者は大いに楽しみにしている。
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